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小学生用

プロフィール
 しば た ま いく

－巡回公演事業－
じ ゅ ん か い こ う え ん じ ぎ ょ う

 こ  ど も  い く  せ い  す い  し ん  じ  ぎ ょ う

 ぶ ん か げ い じ ゅ つ

令和4年度
 れい わ ねん ど

我
わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた舞
ぶ

台
たい

芸
げいじゅつ

術を鑑
かんしょう

賞する機
き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょうらい

来

の芸
げいじゅつか

術家の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としています。

事
じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かんしょう

賞指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

では、でき

るだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

－巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

－

名
な

古
ご

屋
や

フィルハーモニー交
こう

響
きょう

楽
がく

団
だん

《オーケストラ公
こう

演
えん

》

国
くに

立
たち

音
おん

楽
がく

大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

、同
どう

大
だい

学
がく

院
いん

修
しゅう

了
りょう

。二
に

期
き

会
かい

オペラ研
けん

修
しゅう

所
じょ

修
しゅう

了
りょう

（優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

）。さわかみオペラ

芸
げいじゅつ

術振
しん

興
こう

財
ざい

団
だん

の助
じょ

成
せい

によりイタリア・トリエステに留
りゅう

学
がく

。2017年
ねん

トリエステ・ヴェルディ劇
げき

場
じょう

シーズ

ンプログラムコンサートに出
しゅつ

演
えん

、その後
ご

同
どう

劇
げき

場
じょう

『エフゲニー・オネーギン』中
ちゅう

隊
たい

長
ちょう

でイタリアでのオ

ペラ・デビュー。国
こく

内
ない

では2018年
ねん

『ジャンニ・スキッキ』にて東
とう

京
きょう

二
に

期
き

会
かい

デビュー以
い

降
こう

、同
どう

『サロメ』、

『蝶
ちょう

々
ちょう

夫
ふ

人
じん

』に出
しゅつ

演
えん

、2019年
ねん

には『天
てん

国
ごく

と地
じ

獄
ごく

』でジュピターを演
えん

じた。コンサートでは《マタイ受
じゅ

難
なん

曲
きょく

》《ヨハネ受
じゅ

難
なん

曲
きょく

》、モーツァルト《レクイエム》、ベートーヴェン《第
だい

九
く

》等
とう

のソリストを務
つと

める。

2021年
ねん

4月
がつ

より文
ぶん

化
か

庁
ちょう

新
しん

進
しん

芸
げい

術
じゅつ

家
か

海
かい

外
がい

研
けん

修
しゅう

員
いん

として再
ふたた

び渡
と

伊
い

。二
に

期
き

会
かい

会
かい

員
いん

。

1977年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こくさいおんがくひょうぎかい

際音楽評議会という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
とし

の1978年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
つい

日
たち

を、世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていくために「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」とすることにしました。

日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
つい

日
たち

を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

～10月
がつ

1
つい

日
たち

は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です～

“名
めい

フィル”の愛
あい

称
しょう

で親
した

しまれている、東
とう

海
かい

地
ち

方
ほう

を代
だい

表
ひょう

するプロ・

オーケストラ。1966年
ねん

の楽
がく

団
だん

結
けっ

成
せい

以
い

来
らい

、愛
あい

知
ち

県
けん

名
な

古
ご

屋
や

市
し

を中
ちゅう

心
しん

に演
えん

奏
そう

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けている。これまでに4回
かい

の海
かい

外
がい

ツアーを行
おこな

い、

ウィーン・フィルのメンバーとの共
きょう

演
えん

も重
かさ

ねるなど、国
こく

際
さい

的
てき

な活
かつ

動
どう

も実
じっ

施
し

。2016年
ねん

からは日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する指
し

揮
き

者
しゃ

である小
こ

泉
いずみ

和
かず

裕
ひろ

が音
おん

楽
がく

監
かん

督
とく

を務
つと

めており、正
せい

指
し

揮
き

者
しゃ

の川
かわ

瀬
せ

賢
けん

太
た

郎
ろう

らとともに、現
げん

在
ざい

はバラエティに富
と

んだ年
ねん

間
かん

約
やく

110回
かい

の演
えん

奏
そう

会
かい

に出
しゅつ

演
えん

している

ほか、YouTube等
とう

による積
せっ

極
きょく

的
てき

な動
どう

画
が

配
はい

信
しん

も行
おこな

っている。

2015年
ねん

、第
だい

6回
かい

ロブロ・フォン・マタチッチ国
こく

際
さい

指
し

揮
き

者
しゃ

コンクールで第
だい

2位
い

。京
きょう

都
と

市
し

立
りつ

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

、

グラーツ芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

、チューリッヒ芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

をそれぞれ首
しゅ

席
せき

で卒
そつ

業
ぎょう

。これまでに、

ザグレブ・フィル、マケドニア・フィル、日
に

本
ほん

フィル、新
しん

日
に

本
ほん

フィル、東
とう

京
きょう

フィル、神
か

奈
な

川
がわ

フィル、名
な

古
ご

屋
や

フィル、中
ちゅう

部
ぶ

フィル、セントラル愛
あい

知
ち

響
きょう

、大
おお

阪
さか

フィル、日
に

本
ほん

センチュリー響
きょう

、大
おお

阪
さか

響
きょう

、関
かん

西
さい

フィル、兵
ひょう

庫
ご

芸
げい

術
じゅつ

文
ぶん

化
か

センター管
かん

、山
やま

形
がた

響
きょう

、広
ひろ

島
しま

響
きょう

、九
きゅう

州
しゅう

響
きょう

、オーケストラ・ジャパン等
とう

を指
し

揮
き

。オペラでは、

『ラ・ボエーム』、『アドリアーナ・ルクヴルール』、『夕
ゆう

鶴
づる

』等
とう

を指
し

揮
き

し好
こう

評
ひょう

を博
はく

す。現
げん

在
ざい

、奈
な

良
ら

フィル

ハーモニー管
かん

弦
げん

楽
がく

団
だん

正
せい

指
し

揮
き

者
しゃ

、奈
な

良
ら

フィルハーモニー混
こん

声
せい

合
がっ

唱
しょう

団
だん

指
し

揮
き

者
しゃ

、京
きょう

都
と

市
し

立
りつ

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

音
おん

楽
がく

学
がく

部
ぶ

指
し

揮
き

専
せん

攻
こう

非
ひ

常
じょう

勤
きん

講
こう

師
し

、大
おお

阪
さか

音
おん

楽
がく

大
だい

学
がく

講
こう

師
し

。

大
おお

川
かわ

 博
ひろし

（バリトン・司
し

会
かい

）

粟
あわ

辻
つじ

 聡
そう

（指
し

揮
き

）

名
な

古
ご

屋
や

フィルハーモニー交
こ う

響
きょう

楽
が く

団
だ ん

（管
かん

弦
げん

楽
がく

）

知
し

ってますか？





2022.8.25
安子

2022.8.31
松家

中学生用

プロフィール
 しば た ま いく

－巡回公演事業－
じ ゅん かい

令和4年度

我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供たちが優れた舞
ぶ

台
たい

芸術を鑑
かんしょう

賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来

の芸術家の育成や国民の芸術鑑
かんしょう

賞能力の向上につなげることを目的としています。

事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又
また

は鑑
かんしょう

賞指導を行います。また、実演では、で

きるだけ子供たちにも参加してもらいます。

文化芸術による子供育成推進事業－巡
じゅん

回
かい

公演事業－

名古屋フィルハーモニー交
こう

響
きょう

楽
がく

団
だん

《オーケストラ公演》

国立音楽大学卒業、同大学院修
しゅう

了
りょう

。二期会オペラ研修所修
しゅう

了
りょう

（優
ゆう

秀
しゅう

賞）。さわかみオペラ芸

術振
しん

興
こう

財団の助成によりイタリア・トリエステに留学。2017年トリエステ・ヴェルディ劇場シーズンプ

ログラムコンサートに出演、その後同劇場『エフゲニー・オネーギン』中隊長でイタリアでのオペラ・デ

ビュー。国内では2018年『ジャンニ・スキッキ』にて東京二期会デビュー以降、同『サロメ』、『蝶
ちょう

々
ちょう

夫

人』に出演、2019年には『天国と地
じ

獄
ごく

』でジュピターを演じた。コンサートでは《マタイ受難曲》《ヨハ

ネ受難曲》、モーツァルト《レクイエム》、ベートーヴェン《第九》等のソリストを務める。

2021年4月より文化庁新進芸術家海外研修員として再び渡
と

伊
い

。二期会会員。

1977年にユネスコの要
よう

請
せい

で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の1978年から毎年10月1日を、世界

の人々が音楽を通じてお互
たが

いに仲良くなり交流を深めていくために「国際音楽の日」とすることにしました。

日本では、1994年から毎年10月1日を「国際音楽の日」と定めています。

～10月1日は「国際音楽の日」です～

“名
めい

フィル”の愛
あい

称
しょう

で親しまれている、東海地方を代表するプロ・

オーケストラ。1966年の楽団結成以来、愛知県名古屋市を中心

に演奏活動を続けている。これまでに4回の海外ツアーを行い、

ウィーン・フィルのメンバーとの共演も重ねるなど、国際的な活動

も実
じっ

施
し

。2016年からは日本を代表する指揮者である小
こいずみ

泉和
かず

裕
ひろ

が

音楽監
かん

督
とく

を務めており、正指揮者の川
かわ

瀬
せ

賢
けん

太
た

郎
ろう

らとともに、現在

はバラエティに富んだ年間約110回の演奏会に出演しているほ

か、YouTube等による積極的な動画配信も行っている。

2015年、第6回ロブロ・フォン・マタチッチ国際指揮者コンクールで第2位。京都市立芸術大学、グ

ラーツ芸術大学大学院、チューリッヒ芸術大学大学院をそれぞれ首席で卒業。これまでに、ザグレ

ブ・フィル、マケドニア・フィル、日本フィル、新日本フィル、東京フィル、神奈川フィル、名古屋フィル、中

部フィル、セントラル愛知響
きょう

、大阪フィル、日本センチュリー響
きょう

、大阪響
きょう

、関西フィル、兵庫芸術文化セ

ンター管、山形響
きょう

、広島響
きょう

、九州響
きょう

、オーケストラ・ジャパン等を指揮。オペラでは、『ラ・ボエーム』、

『アドリアーナ・ルクヴルール』、『夕
ゆう

鶴
づる

』等を指揮し好評を博す。現在、奈良フィルハーモニー管
かん

弦
げん

楽
がく

団
だん

正指揮者、奈良フィルハーモニー混声合唱団指揮者、京都市立芸術大学音楽学部指揮専
せん

攻
こう

非常

勤講師、大阪音楽大学講師。

大
おお

川
かわ

 博
ひろし

（バリトン・司会）

粟
あわ

辻
つじ

 聡
そう

（指揮）

名古屋フィルハーモニー交
こ う

響
きょう

楽
が く

団
だ ん

（管
かん

弦
げん

楽
がく

）

知ってますか？






